
キーワード

この動画の活用に当たって

動画はこちら

動画の流れ
気付かせたいことの目安

★（小１～３） ★★（小４～６） ★★★（中１～高３）

□ 補足・解説
◆ StepUp アクティビティ

動画教材解説シート No.

 ペアレンタルコントロール機能を使
うことでアプリの使用時間の制限
などが可能です。

 保護者と認識の差
がある。

 夜遅い時間は何時以降を指すか
や何時間から使い過ぎと感じるか
など，人によって感じ方が異なりま
す。

 どうすれば親子での認識の差がな
くなるでしょうか？

 自分でルールを決
めている。

 学年が上がるにつれて，活用の範
囲が広がってきます。それに伴い家
庭でのルールの見直しも必要に
なってきます。

 どんな時にルールの見直しが必要
でしょうか？

 家庭でのルールの内容について，
確認してみましょう。また，ルールを
守れない場面が出てくるとしたら，
何が要因としてあるかを考えてみ
ましょう。

 情報モラル教育は，学校だけでは
なく，家庭と一緒に協力して進めて
いくことが大切です。

家庭での端末の使い過ぎに
悩んでいる保護者の数は少な
くありません。ペアレンタルコント
ロールの設定をすることで，ア
プリの使用制限をかけることが
できます。しかし，何より大事な
のは家庭でのルールを考えるこ
とです。「どうすれば決められた
ルールを守れるか」，「決められ
たルールは守れるものになって
いるか」など家庭で話し合うこ
とが大切になります。端末の使
い方に対する時間の認識につ
いても話合い，認識差を無くす
ことが大切です。児童生徒が自
律した使い方ができるようにし
ましょう。

＃家庭でのルール
＃ペアレンタルコントロール
＃長時間利用
＃認識のずれ
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端末の長時間
利用が心配な
母親だが，父親
はペアレンタル
コントロールで
制限をかけてい
ることを伝えて
いる。

勉強に端末を
活用したい子供
は保護者に相
談を持ちかける。

保護者と子供
の使い方の認
識に差がある。

子供が端末の
使い方のルール
を自身で考えて
話をしている。

守れそうなルー
ルかどうかの確
認と守れない場
合のことを聞い
ている。

保護者は自律
した使い方がで
きるようになるこ
とを期待してい
る。


